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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光を照射して情報記録媒体に情報を記録するときの記録パワー調節方法において、
　情報記録媒体に複数種類の記録パワーで信号を試し書きし、前記信号の再生信号品質に
基づいて記録パワーを調節する方法であって、
　複数種類の記録パワーＰｗｍを用いて試し書きした信号の再生信号振幅から変調度Ｍｍ
を求めるステップと、
　記録パワー補正項Ｐｃｎを設定するステップと、
　前記記録パワー補正項Ｐｃｎと前記記録パワーＰｗｍとから得られる補正記録パワー（
Ｐｗｍ－Ｐｃｎ）と前記変調度Ｍｍとから、評価値Ｓｍｎ＝Ｍｍｘ（Ｐｗｍ－Ｐｃｎ）を
求めるステップと、
　前記補正記録パワー（Ｐｗｍ－Ｐｃｎ）と前記評価値Ｓｍｎとの関係特性に基づいて、
最適記録パワー補正項Ｐｃ０を求めるステップと、
　前記最適記録パワー補正項Ｐｃ０における補正記録パワー（Ｐｗｍ－Ｐｃ０）と評価値
Ｓｍ０との関係特性を直線近似したときに、前記評価値Ｓｍ０が零となる補正記録パワー
Ｐｔｈ０を求めるステップと、
　前記補正記録パワーＰｔｈ０と前記最適記録パワー補正項Ｐｃ０とを用いて、記録パワ
ー閾値Ｐｔｈを求めるステップと、
　前記記録パワー閾値Ｐｔｈに基づいて最適記録パワーＰｏｐｔを求めるステップと、
を有し、
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　前記最適記録パワー補正項Ｐｃ０を求めるステップにおいて、さらに、
　前記補正記録パワー（Ｐｗｍ－Ｐｃｎ）と前記評価値Ｓｍｎとの関係特性を比較するス
テップと、
　前記関係特性が最も直線状に近くなるときの前記記録パワー補正項Ｐｃｎを最適記録補
正項Ｐｃ０として決定するステップと、
　を有することを特徴とする記録パワー調節方法。
【請求項２】
　光を照射して情報記録媒体に情報を記録及び／または情報記録媒体から情報を再生する
光記録再生装置において、
　少なくとも前記情報記録媒体に情報を記録する際の記録パワーを調節する手段を有し、
前記記録パワー調節手段が、
　複数種類の記録パワーＰｗｍを用いて試し書きした信号の再生信号振幅から変調度Ｍｍ
を求める手段と、
　記録パワー補正項Ｐｃｎを設定する手段と、
　前記記録パワー補正項Ｐｃｎと前記記録パワーＰｗｍとから得られる補正記録パワー（
Ｐｗｍ－Ｐｃｎ）と前記変調度Ｍｍとから、評価値Ｓｍｎ＝Ｍｍｘ（Ｐｗｍ－Ｐｃｎ）を
求める手段と、
　前記補正記録パワー（Ｐｗｍ－Ｐｃｎ）と前記評価値Ｓｍｎとの関係特性に基づいて、
最適記録パワー補正項Ｐｃ０を求める手段と、
　前記最適記録パワー補正項Ｐｃ０における補正記録パワー（Ｐｗｍ－Ｐｃ０）と評価値
Ｓｍ０との関係特性を直線近似したときに、前記評価値Ｓｍ０が零となる補正記録パワー
Ｐｔｈ０を求める手段と、
　前記補正記録パワーＰｔｈ０と前記最適記録パワー補正項Ｐｃ０とを用いて、記録パワ
ー閾値Ｐｔｈを求める手段と、
　前記記録パワー閾値Ｐｔｈに基づいて最適記録パワーＰｏｐｔを求める手段と、
を有し、
　前記最適記録パワー補正項Ｐｃ０を求める手段が、さらに、
　前記補正記録パワー（Ｐｗｍ－Ｐｃｎ）と前記評価値Ｓｍｎとの関係特性を比較する手
段と、
　前記関係特性が最も直線状に近くなるときの前記記録パワー補正項Ｐｃｎを最適記録補
正項Ｐｃ０として決定する手段と、
　を有することを特徴とする光記録再生装置。
【請求項３】
　光学的情報記録媒体に情報を記録する際の照射光のパワーを設定するためのパワー設定
方法であって、
　複数種類の記録パワーＰｗｍを用いて前記光学的情報記録媒体に記録した信号の再生信
号振幅から変調度Ｍｍを求めるステップと、
　Ｐｃｎを記録パワー補正項、Ａｎ，Ｂｎを定数としたときに、直線近似式：Ｍｍ×（Ｐ
ｗｍ－Ｐｃｎ）＝Ａｎ×（Ｐｗｍ－Ｐｃｎ）＋ＢｎのパラメータＰｃｎ，Ａｎ，Ｂｎの最
適値であるＰｃ０，Ａ０，Ｂ０を求め、記録パワー閾値をＰｔｈとして、Ｐｔｈ＝－Ｂ０
／Ａ０＋Ｐｃ０から算出されるＰｔｈを用いて最適記録パワーＰｏｐｔを求めるステップ
と、
　を含むことを特徴とするパワー設定方法。
【請求項４】
　情報記録媒体に対して記録のための光を照射する光ピックアップと、当該光ピックアッ
プから照射される光のパワーを制御する制御部とを有し、
　当該制御部が、
　複数種類の記録パワーＰｗｍを用いて前記光学的情報記録媒体に記録した信号の再生信
号振幅から変調度Ｍｍを計算し、
　Ｐｃｎを記録パワー補正項、Ａｎ，Ｂｎを定数としたときに、直線近似式：Ｍｍ×（Ｐ
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ｗｍ－Ｐｃｎ）＝Ａｎ×（Ｐｗｍ－Ｐｃｎ）＋ＢｎのパラメータＰｃｎ，Ａｎ，Ｂｎの最
適値であるＰｃ０，Ａ０，Ｂ０を求め、記録パワー閾値をＰｔｈとして、Ｐｔｈ＝－Ｂ０
／Ａ０＋Ｐｃ０から算出されるＰｔｈを用いて最適記録パワーＰｏｐｔを求める手段を有
することを特徴とする情報記録装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、記録パワー調節方法及び光記録再生装置に関し、特に、記録パワーと変調度
との関係特性に基づいて、記録パワーを調節する方法、ならびに記録パワーと変調度との
関係特性に基づいて、記録パワーを調節する手段を有する光記録再生装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在、光ディスク（情報記録媒体）として、ＣＤ（コンパクト　ディスク、Ｃｏｍｐａ
ｃｔ　Ｄｉｓｃ）、ＤＶＤ（ディジタル　バーサタイル　ディスク、Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｖ
ｅｒｓａｔｉｌｅ　Ｄｉｓｃ）などが商品化されて普及しており、近年では次世代光ディ
スクとして大容量化を実現したＢＤ（ブルーレイ　ディスク、Ｂｌｕ－ｒａｙ　Ｄｉｓｃ
）が商品化されはじめている。ＢＤには、再生専用であるＢＤ－ＲＯＭ（ロム、ＲＯＭ型
光ディスク）、書き換え型であるＢＤ－ＲＥ（リライタブル、ＲＷ型光ディスク）、追記
型であるＢＤ－Ｒ（レコーダブル、Ｒ型光ディスク）等、様々な種類がある。これらのう
ちの記録形ディスク（ＢＤ－ＲＥ、ＢＤ－Ｒ型ディスク）は、ディスク種別毎に、メーカ
ー毎に記録時に用いる最適記録パワーが異なっている。そこで、ドライブ装置（光記録再
生装置）は各光ディスクに応じた最適な記録パワーを設定する必要があるが、各ドライブ
装置間で出力記録パワーのばらつきが存在するため、設定される記録パワーがばらつき、
結果として良好な記録を行うことができない場合がある。従って、各ドライブ装置は各光
ディスクに対して所定の領域に試し書きを行い、各光ディスクに応じた最適な記録パワー
を調節する構成を備えている。
【０００３】
　これらの光ディスクのうち、ＢＤ－ＲＥ及びＢＤ－Ｒは、各媒体固有の指定記録パワー
Ｐｔａｒｇｅｔ、指定変調度Ｍｉｎｄ、パラメータκ、及びρを用いた記録パワーの調節
方法（κ方式）を用いることが、規格書中に記載されている。かかるκ方式を用いた記録
パワー調節方法は、試し書きにより得られる記録パワーとその信号の再生信号振幅から得
られる変調度の関係特性と、あらかじめ光ディスクに設定されてある前記Ｐｔａｒｇｅｔ
、Ｍｉｎｄ、κ、及びρ値に基づいて、最適記録パワーを調節するものである。
【０００４】
　また、ＢＤ－ＲＥ及びＢＤ－Ｒの規格書には、κ方式のうち、リニアフィット法を用い
ることが推奨されている。かかるリニアフィット法は、まず、試し書きの際に設定した複
数種類の記録パワーＰｗｍと、各Ｐｗｍで記録した信号の再生信号振幅から変調度Ｍｍの
関係特性のうち、当該光ディスクにおける指定変調度Ｍｉｎｄに対応する指定記録パワー
Ｐｔａｒｇｅｔ、指定変調度Ｍｉｎｄ近傍の範囲において評価値Ｓｍ＝ＭｍｘＰｗｍを求
め、かかる範囲においてＰｗｍとＳｍの関係特性を直線近似したときに変調度が零となる
記録パワー閾値Ｐｔｈを求め、そのＰｔｈと当該光ディスクのパラメータκ、ρからＰｏ
ｐｔ＝κｘρｘＰｔｈの演算を行うことによって、最適記録パワーＰｏｐｔを求めるもの
である。
【０００５】
　以上のκ方式による最適記録パワー調節により、各ドライブ装置間での出力記録パワー
のばらつきを抑えることが可能である。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、設定される記録パワーがばらつく原因は上記ドライブ装置間の出力記録
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パワーばらつきだけに限られたものではない。
【０００７】
　光ディスクによっては、指定記録パワーＰｔａｒｇｅｔ近傍の領域においても記録パワ
ーＰｗｍと評価値ＭｍｘＰｗｍの関係特性は直線状にならず、最適記録パワーが精度良く
決定できない場合がある。
【０００８】
　特許文献１の図９には、従来のκ方式により正確に最適記録パワーＰｏｐｔを決定でき
る光ディスクにおける、記録パワーＰｗｍと評価値ＭｍｘＰｗｍの特性関係が示されてい
る。かかる光ディスクにおいてはＰｗｍとＭｍｘＰｗｍの特性関係は直線状になっている
ため、光ディスクから読み出される指定変調度Ｍｉｎｄに対応する指定記録パワーＰｔａ
ｒｇｅｔ近傍で直線近似を行った場合の、変調度Ｍが零、すなわち評価値ＭｍｘＰｗｍが
零となる記録パワー閾値Ｐｔｈは常に一意に求まる。従って、求めたＰｔｈを用いて算出
される最適記録パワーＰｏｐｔも一意に決定される。
【０００９】
　一方、図１には、従来のκ方式では正確な最適記録パワーＰｏｐｔを決定できない光デ
ィスクにおける、ＰｗｍとＭｍｘＰｗｍの関係特性を示す。図１の特性関係においては、
指定変調度Ｍｉｎｄに対応する指定記録パワーPｔａｒｇｅｔ近傍で直線近似を行う場合
、その直線近似を行う範囲によって近似直線の傾きとＰｗ切片（＝Ｐｔｈ）が変化する。
図２は、かかる光ディスクにおいて従来のκ方式を用いて１００回記録パワー調節を実行
した際に決定される記録パワー閾値Ｐｔｈのばらつきを、Ｐｔｈの平均値に対する変化量
とその頻度で示した一例の図である。図２に示されるように、各記録パワー調節において
直線近似を行う範囲が変化するため、決定される記録パワー閾値Ｐｔｈは大きくばらつく
。その結果、これらばらつきを持つＰｔｈを用いて算出される最適記録パワーＰｏｐｔも
大きくばらつくこととなる。従って、ＰｗｍとＭｍｘＰｗｍの関係特性が直線状では無い
光ディスクでは、最適記録パワーを正確に決定することが困難となる。
【００１０】
　また、図１や特許文献１の図９に示されるＰｗｍとＭｍｘＰｗｍの関係特性を持つ光デ
ィスクで、例えば二層光ディスクにおいては、対象層以外の層が未記録状態であるか、ま
たは記録状態であるかによって、反射光量が変化することにより変調度が大きく変動する
ことが分かってきている。
【００１１】
　図３は変調度の変動を模式的に示すものである。再生信号の上部エンベロープレベル（
Ｈｅｎｖ）と下部エンベロープレベル（Ｌｅｎｖ）を用いて、変調度ＭはＭ＝（Ｈｅｎｖ
－Ｌｅｎｖ）／Ｈｅｎｖで与えられるため、図３に示される状態（ａ）から状態（ｂ）に
変化するとき、（Ｈｅｎｖ－Ｌｅｎｖ）が変化しないのにも関わらず、最大値Ｈｅｎｖが
変化するため、変調度Ｍは変化することとなる。
【００１２】
　図４に、図１の関係特性をもつ光ディスクに対して、上記の問題が起ったときの、状態
（ａ）と状態（ｂ）におけるＰｗｍとＭｍの関係特性を示す。さらに図５には状態（ａ）
と状態（ｂ）におけるＰｗｍとＰｗｍｘＭｍの関係特性、及びそこから求まる各最適記録
パワーについて示す。図４に示すように、指定変調度Ｍｉｎｄに対応する指定記録パワー
Pｔａｒｇｅｔは状態（ａ）、（ｂ）それぞれの場合において異なる値となる。従って、
図５で示されるように、状態（ａ）、（ｂ）ではそれぞれ異なる範囲で直線近似を行うこ
とになり、それぞれの状態において求まる記録パワーＰｔｈも異なる値となる。図６は、
かかる光ディスクの状態（ａ）、（ｂ）において、従来のκ方式を用いて１００回記録パ
ワー調節を実行した際に決定される記録パワー閾値Ｐｔｈのばらつきとその頻度を示す一
例の図である。状態（ａ）、（ｂ）の差は対象層以外の層からの反射光量の変化によるも
ので、本来各状態で最適記録パワーＰｏｐｔ、つまり記録パワー閾値Ｐｔｈは同一値にな
るべきであるが、実際は図６に示されるように状態（ａ）、（ｂ）で記録パワー閾値Ｐｔ
ｈが大きく異なっている。従って、図３の変調度変動が起るとき、従来のκ方式では正確
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な最適記録パワー調節が困難となる。
【００１３】
　本発明は、上記問題を持つ光ディスクに対しても正確に最適記録パワーＰｏｐｔが決定
できる方法である。
【００１４】
【特許文献１】特開２００２－２９８３５７号公報
【特許文献２】特開２００５－１４９５３８号公報
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　上記課題を解決するために本発明では、複数種類の記録パワーＰｗｍ（ｍは整数）を用
いて所定の信号の記録を行い、記録した信号の再生信号から各記録パワーＰｗｍに対応し
た変調度Ｍｍを算出し、複数種類の記録パワー補正項Ｐｃｎを用いて評価値Ｓｍｎ＝Ｍｍ
ｘ（Ｐｗｍ－Ｐｃｎ）を算出し、補正記録パワー（Ｐｗｍ－Ｐｃｎ）と評価値Ｓｍｎの関
係特性から最適記録パワー補正項Ｐｃ０を決定し、決定したＰｃ０を用いた（Ｐｗｍ－Ｐ
ｃ０）とＳｍ０の関係特性を直線近似したときに変調度が零、すなわち評価値Ｓｍ０が零
となる補正記録パワーＰｔｈ０を算出し、求めたＰｔｈ０及び前記Ｐｃ０を用いて記録パ
ワー閾値Ｐｔｈ＝Ｐｔｈ０＋Ｐｃ０を算出し、求めたＰｔｈに所定の演算を行うことで最
適記録パワーＰｏｐｔを決定する。
【００１６】
　また、本発明の記録パワー調整方法に関連して、その詳細を下記に示す。
　ここでは、情報記録媒体として光ディスクを用いて説明する。なお、光を照射して記録
を行う情報記録媒体であれば、光ディスクに限るものではない。
【００１７】
　光ディスクの所定の領域に、複数種類の記録パワーＰｗｍを用いて所定のパターンの信
号を記録する。各Ｐｗｍで記録した信号を再生することで再生信号振幅のＨｅｎｖ及びＬ
ｅｎｖを測定し、Ｍｍ＝（Ｈｅｎｖ－Ｌｅｎｖ）／Ｈｅｎｖの演算を行うことで各Ｐｗｍ
に対応した変調度Ｍｍを求める。複数種類の記録パワー補正項Ｐｃｎ（ｎは整数）、前記
記録パワーＰｗｍ及び前記変調度Ｍｍを用いて評価値Ｓｍｎ＝Ｍｍｘ（Ｐｗｍ－Ｐｃｎ）
を算出する。各Ｐｃｎにおける補正記録パワー（Ｐｗｍ－Ｐｃｎ）と評価値Ｓｍｎの関係
特性を比較し、（Ｐｗｍ－Ｐｃｎ）とＳｍｎの関係特性が最も直線状に近くなるＰｃｎを
最適記録パワー補正項Ｐｃ０と決定する。決定したＰｃ０における（Ｐｗｍ－Ｐｃ０）と
Ｓｍ０の関係特性について直線近似を行い、変調度が零、すなわち評価値Ｓｍ０が零とな
る補正記録パワーＰｔｈ０を求める。求めたＰｔｈ０及び前記Ｐｃ０を用いてＰｔｈ＝Ｐ
ｔｈ０＋Ｐｃ０の演算を行うことで、記録パワー閾値Ｐｔｈを求める。求めたＰｔｈに所
定の演算、例えば光ディスクごとに設定されているＰｏｐｔ／Ｐｔｈの比αを乗算するこ
とにより最適記録パワーＰｏｐｔを決定し、決定したＰｏｐｔを用いて光ディスクへの記
録を行う。
【００１８】
　図７には、図２と同一の光ディスクに対して、上記方法を用いて１００回記録パワーを
行った際に決定される記録パワー閾値Ｐｔｈのばらつきを、Ｐｔｈの平均値に対する変化
量とその頻度で示す。また、図８には、図６と同一の変調度変動を持つ光ディスクに対し
て、上記方法を用いて１００回記録パワー調節を行った際に決定される記録パワー閾値Ｐ
ｔｈのばらつきとその頻度について示す。図７および図８に示されるように、本発明を用
いることにより記録パワー閾値Ｐｔｈのばらつきは非常に小さくなり、さらに、変調度変
動に対しても常に適正なＰｔｈを決定できる。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、従来の記録パワー調節方法（κ方式）に比べ、記録パワーＰｗと評価
値ＭｘＰｗの関係特性が直線からずれる光ディスク、及び変調度Ｍが変動する光ディスク
においても、最適記録パワー調節を高精度に行うことができる。
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【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　以下、本発明の実施例としての記録パワー調整方法を、図面を参照しながら説明する。
　まず、本実施例では情報記録媒体として光ディスクを用い、情報記録再生装置として光
ディスク装置を用い、それらの構成を説明した上で、情報記録再生装置である光ディスク
装置における本実施例としての記録パワー調節方法を説明する。
【実施例１】
【００２１】
　図９には、本発明の実施例で使用する光ディスク装置の要部構成のブロック図を示す。
　光ディスク１０はスピンドルモータ１２によりＣＬＶ（Ｃｏｎｓｔａｎｔ　Ｌｉｎｅｒ
　Ｖｅｌｏｃｉｔｙ）制御あるいはＣＡＶ（Ｃｏｎｓｔａｎｔ　Ａｎｇｌｅ　Ｖｅｌｏｃ
ｉｔｙ）制御される。光ディスク１０に対向して光ピックアップ部１４が設けられ、レー
ザダイオード（ＬＤ）から記録パワーのレーザ光１６を射出することにより光ディスク１
０に信号を記録し、ＬＤから再生パワーのレーザ光を射出することにより記録された信号
を読み取る。さらに、光ディスク１０が書き換え可能な光ディスクである場合には、ＬＤ
から消去パワー（再生パワー＜消去パワー＜記録パワー）のレーザ光を射出して記録され
た信号を消去する。記録された信号は、記録パワーのレーザ光により光ディスク１０の記
録膜の材料を不可逆変化させてピットを形成する場合と、結晶状態にある記録膜を加熱急
冷してアモルファス状態に変化させることで信号を記録する場合がある。本実施例におい
ては、いずれの記録方法も用いることが可能である。後者の場合において、消去は消去パ
ワーを照射してアモルファス状態を結晶状態に戻すことで行う。
【００２２】
　信号を記録する場合、記録信号はエンコーダ１８にてエンコードされ、ＬＤ駆動部２０
に供給される。ＬＤ駆動部２０は、エンコードされた記録信号に基づき駆動信号を生成し
、光ピックアップ部１４内のＬＤに供給して信号を記録する。ＬＤ駆動部２０における記
録パワー値は制御部２２からの制御信号により決定される。制御部２２は、信号を記録す
るに先立ち、光ディスク１０の試し書き領域において複数種類の記録パワーを用いて試し
書きを行い、かかる試し書きの信号品質に基づいて最適記録パワーを決定する。
【００２３】
　一方、データ再生時には、光ピックアップ部１４から出力されたＲＦ信号はＲＦ信号処
理部２４に供給される。ＲＦ信号処理部２４は、ＲＦアンプやイコライザ、二値化部、Ｐ
ＬＬ部等を有し、ＲＦ信号をこれらで処理してデコーダ２６に供給する。デコーダ２６で
は、二値化されたＲＦ信号とＰＬＬ部にて再生された同期クロックに基づき信号をデコー
ドし再生データとして出力する。Ｈｅｎｖ、Ｌｅｎｖ取得部２８は光ピックアップ部１４
から出力された再生信号を増幅した後、再生信号の上部エンベロープレベル（Ｈｅｎｖ）
と下部エンベロープレベル（Ｌｅｎｖ）を算出し、信号品質評価用として制御部２２に供
給する。また、ＲＦ信号取得系統であるＲＦ信号処理部２４からの再生ＲＦ信号も増幅さ
れた後、信号品質評価用として制御部２２に供給される。なお、データ記録再生時には、
この他にトラッキングエラー信号やフォーカスエラー信号を生成してフォーカスサーボや
トラッキングサーボを制御する回路、光ディスク１０に形成されたウォブル信号を再生し
てアドレス復調あるいは回転数制御に用いる回路もあるが、これらについては従来技術と
同様であるのでその説明は省略する。
【００２４】
　制御部２２は、ＲＦ信号処理部、若しくはＨｅｎｖ、Ｌｅｎｖ取得部からの試し書きの
再生信号品質に基づき最適記録パワーを決定する。すなわち、制御部２２は前記ＲＦ信号
処理部、若しくはＨｅｎｖ、Ｌｅｎｖ取得部からの信号に基づいて変調度Ｍを算出し、複
数種類の記録パワーＰｗｍと対応する変調度Ｍｍの関係特性における、変調度が零となる
記録パワー閾値Ｐｔｈに基づいて最適記録パワーＰｏｐｔを決定して、ＬＤ駆動部２０に
供給する。
【００２５】
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　図１０には、図９における制御部２２の構成ブロック図が示されている。
　制御部２２は、具体的にはマイコンで構成され、その機能ブロックとしては変調度算出
部、最適記録パワー調整部・決定部、記憶部及びパラメータ記憶部を有して構成される。
変調度算出部、最適記録パワー調整部及び決定部は具体的には単一のＣＰＵで構成するこ
とができ、記憶部、パラメータ記憶部はRAＭで構成することができる。
【００２６】
　制御部２２には、図示しないインターフェースを介してＲＦ信号処理部、若しくはＨｅ
ｎｖ、Ｌｅｎｖ取得部からの信号が供給され、変調度算出部に入力される。変調度算出部
は、前記供給された信号から変調度Ｍを算出する。算出された変調度Ｍｍは最適記録パワ
ー調整における各記録パワーＰｗｍに対応づけて記憶部に記憶される。最適記録パワー決
定部は、記憶されたこれらの記録パワーＰｗｍと変調度Ｍｍの関係特性に基づき変調度が
零となる記録パワー閾値Ｐｔｈを決定し、この記録パワー閾値Ｐｔｈを用いて所定の演算
を行うことで最適記録パワーＰｏｐｔを決定する。
【００２７】
　以下、前記記録パワー決定方法をフローチャートを用いてより詳細に説明する。
　図１１には、本実施例における制御部２２の処理フローチャートが示されている。
【００２８】
　まず、制御部２２は複数種類の記録パワーＰｗｍを所定の条件に従って設定、例えば、
あらかじめ光記録再生装置に記憶させてある当該ディスクにおける平均最適記録パワーを
読み出し、またはあらかじめ当該光ディスクの情報制御領域に記録してある平均最適記録
パワーを再生して読み出し、その平均最適記録パワーを基にして設定、例えば、あらかじ
め光記録再生装置に記憶させてある複数種類の記録パワー設定値Ａｍ（ｍは整数、例えば
ｍ＝１、２、３…１６）を読み出し、各Ａｍを用いて式Ｐｗｍ＝（平均最適記録パワー）
ｘＡｍにより複数種類の記録パワーＰｗｍを設定し、光ディスクの試し書き領域に各Ｐｗ
ｍを用いて所定の信号パターンを記録、例えば、所定の長さの孤立８Ｔマークを記録する
（Ｓ１０１）。
【００２９】
　前記試し書きを行った領域を再生することで、各Ｐｗｍに対応した再生信号のＨｅｎｖ
及びＬｅｎｖを測定し、式Ｍｍ＝（Ｈｅｎｖ－Ｌｅｎｖ）／Ｈｅｎｖで定義される変調度
Ｍｍを算出する（Ｓ１０２）。かかる変調度Ｍｍと対応する記録パワーＰｗｍの関係の一
例を図１２に示す。
【００３０】
　次いで、複数種類の記録パワー補正項Ｐｃｎを所定の条件に従って設定する。例えば、
あらかじめ光記録再生装置に記憶させてある当該ディスクにおける平均最適記録パワーを
読み出し、またはあらかじめ当該光ディスクの情報制御領域に記録してある平均最適記録
パワーを再生して読み出し、その平均最適記録パワーを基にして設定することができる。
または、例えば、あらかじめ光記録再生装置に記憶させてある複数種類の記録パワー補正
項設定値Ｃｎ（ｎは整数、例えばｎ＝１、２、３…１６）を読み出し、各Ｃｎを用いて式
Ｐｃｎ＝（平均最適記録パワー）ｘＣｎにより複数種類の記録パワーＰｃｎを設定するこ
ともできる（Ｓ１０３）。
【００３１】
　各記録パワー補正項Ｐｃｎにおける評価値Ｓｍｎ＝Ｍｍｘ（Ｐｗｍ－Ｐｃｎ）を算出し
、補正記録パワー（Ｐｗｍ－Ｐｃｎ）と評価値Ｓｍｎの関係特性が最も直線状に近くなる
ときの記録パワー補正項Ｐｃｎを最適記録パワー補正項Ｐｃ０と決定する。例えば、ｎ＝
１から順に、Ｐｃｎにおける（Ｐｗｍ－Ｐｃｎ）とＳｍｎの関係特性を直線近似（Ｍｍ×
（Ｐｗｍ－Ｐｃｎ）＝Ａｎ×（Ｐｗｍ－Ｐｃｎ）＋Ｂｎ、Ａｎ及びＢｎは定数）してその
二乗誤差の和Ｌｎを算出し、かかる二乗誤差の和Ｌｎが最小値をとるＰｃｎをＰｃ０と決
定する（Ｓ１０４）。図１３には前記例に従って記録パワー補正項Ｐｃ０決定を行った結
果の一例が示してあり、ＰｃｎがＰｃ０に近づくにつれて（Ｐｗｍ－Ｐｃｎ）とＳｍｎの
関係特性が直線状に近づいている。
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【００３２】
　次いで、図１４に示されるように、決定した最適記録パワー補正項Ｐｃ０における補正
記録パワー（Ｐｗｍ－Ｐｃ０）と評価値Ｓｍ０の関係特性に直線近似（上記で算出済みの
直線式：Ｍｍ×（Ｐｗｍ－Ｐｃ０）＝Ａ０×（Ｐｗｍ－Ｐｃ０）＋Ｂ０に近似）を行い、
変調度が零、すなわち評価値が零となる補正記録パワーＰｔｈ０を算出し（すなわち、Ｐ
ｔｈ０＝－Ｂ０／Ａ０）、その補正記録パワーＰｔｈ０及び最適記録パワー補正項Ｐｃ０
を用いて、式Ｐｔｈ＝Ｐｔｈ０＋Ｐｃ０により記録パワー閾値Ｐｔｈを算出する（すなわ
ち、Ｐｔｈ＝－Ｂ０／Ａ０＋Ｐｃ０）（Ｓ１０５）。
【００３３】
　算出した記録パワー閾値Ｐｔｈに所定の演算、例えば、あらかじめ光記録再生装置に記
憶させてある当該ディスクにおける最適記録パワーＰｏｐｔと記録パワー閾値Ｐｔｈとの
比Ｐｏｐｔ／Ｐｔｈ＝αを読み出し、またはあらかじめ光ディスクの制御情報領域に記録
させてある当該ディスクにおける最適記録パワーＰｏｐｔと記録パワー閾値Ｐｔｈの比Ｐ
ｏｐｔ／Ｐｔｈ＝αを再生して読み出し、式Ｐｏｐｔ＝αｘＰｔｈの演算を行うことで、
最適記録パワーＰｏｐｔを算出する（Ｓ１０６）。
【００３４】
　ここで利用する光ディスクの最適記録パワーＰｏｐｔと記録パワー閾値Ｐｔｈとの比で
あるα（Ｐｏｐｔ／Ｐｔｈ）は、光ディスク等の情報記録媒体固有の値であって、例えば
光ディスクの種別ごとに決められる値である。そのαは、ディスクの製造時、例えば基板
を作製する際に、予めディスクに記録されていれば良い。例えば、ＢＤの場合においては
、ディスク固有の値であるκ値は、ディスク製造時にアドレス情報などと一緒にウォブル
に格納されているので、このαに関しても、同様にディスクに記録されていればよい。も
しもディスクが有する情報の中にこのαが記録されていない場合には、関連する情報から
αを算出しても良いし、αが光ディスクの種別ごとに決められる値であることを考慮して
、考え得る（存在し得る）光ディスクの種別に対応したαの値を予測して光記録再生装置
がそのデータを有していれば、光を照射する必要のある光ディスクの種別によって、光再
生装置がαを決めても良い。
【００３５】
　以上制御部２２によって決定された最適記録パワーＰｏｐｔを用いて当該記録ディスク
への記録を行う。
【実施例２】
【００３６】
　実施例１において、（Ｓ１０１）における平均最適記録パワーを基にした複数種類の記
録パワーＰｗｍの設定は前記方法に限ったものではなく、あらかじめ光記録再生装置に記
憶させてある当該ディスクにおける記録パワー振り幅ΔＰを読み出し、またはあらかじめ
当該光ディスクに記録してある記録パワー振り幅ΔＰを再生して読み出し、当該ディスク
における平均最適記録パワーを用いて式Ｐｗｍ＝（平均最適記録パワー）－ｍｘΔＰ（ｍ
は整数、例えばｍ＝１６）により設定してもよい。このようにして設定した場合でも、実
施例１と同様の効果が得られる。
【実施例３】
【００３７】
　実施例１において、（Ｓ１０１）における複数種類の記録パワーＰｗｍの設定は前記方
法に限ったものではなく、あらかじめ光記録再生装置に記憶させてある当該ディスクにお
ける記録パワーＰｗｍ設定中心値を読み出し、またはあらかじめ当該光ディスクの情報制
御領域に記録してある記録パワーＰｗｍ設定中心値を再生して読み出し、その記録パワー
Ｐｗｍ設定中心値を基にして設定、例えば、あらかじめ光記録再生装置に記憶させてある
当該ディスクにおける記録パワー設定値Ｂｍ（ｍは整数、例えばｍ＝１、２、３…１６）
を読み出すか、またはあらかじめ当該光ディスクの情報制御領域に記録してある記録パワ
ー設定値Ｂｍを再生して読み出し、各Ｂｍを用いて式Ｐｗｍ＝（記録パワーＰｗｍ設定中
心値）ｘＢｍにより設定してもよい。このようにして設定した場合でも、実施例１と同様
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の効果が得られる。
【実施例４】
【００３８】
　実施例３において、（Ｓ１０１）における記録パワーＰｗｍ設定中心値を基にした複数
種類の記録パワーＰｗｍの設定は前記方法に限ったものではなく、あらかじめ光記録再生
装置に記憶させてある当該ディスクにおける記録パワー振り幅ΔＰを読み出し、またはあ
らかじめ当該光ディスクに記録してある記録パワー振り幅ΔＰを再生して読み出し、当該
ディスクにおける記録パワーＰｗｍ設定中心値を用いて式Ｐｗｍ＝（記録パワーＰｗｍ設
定中心値）±ｍｘΔＰ（ｍは整数、例えばｍ＝０～８）により設定してもよい。このよう
にして設定した場合でも、実施例１と同様の効果が得られる。
【実施例５】
【００３９】
　実施例１において、（Ｓ１０１）における複数種類の記録パワーＰｗｍの設定は前記方
法に限ったものではなく、あらかじめ光記録再生装置に記憶させてある当該ディスクにお
ける複数種類の記録パワーＰｗｍを設定する範囲を読み出し、またはあらかじめ光ディス
クの制御情報領域に記録してある複数種類の記録パワーＰｗｍを設定する範囲を再生して
読み出し、かかる範囲内で光記録再生装置が任意に複数種類の記録パワーを設定してもよ
い。このようにして設定した場合でも、実施例１と同様の効果が得られる。
【実施例６】
【００４０】
　実施例１において、（Ｓ１０１）における各記録パワーＰｗｍを用いて記録する所定の
信号パターンは前記方法に限ったものではなく、すべての記録パワーにおいて同一の信号
パターンであればよい。このようにして設定した場合でも、実施例１と同様の効果が得ら
れる。
【実施例７】
【００４１】
　実施例１において、（Ｓ１０３）における平均最適記録パワーを基にした複数種類の記
録パワー補正項Ｐｃｎの設定は前記方法に限ったものではなく、あらかじめ光記録再生装
置に記憶させてある当該ディスクにおける記録パワー補正項設定中心値と平均最適記録パ
ワーの比Ｉ及び記録パワー振り幅ΔＰを読み出し、またはあらかじめ当該光ディスクに記
録してある記録パワー補正項設定中心値と平均最適記録パワーの比I及び記録パワー振り
幅ΔＰを再生して読み出し、当該ディスクにおける平均最適記録パワーを用いて式Ｐｃｎ
＝（平均最適記録パワー）ｘＩ±ｎｘΔＰ（ｎは整数、例えばｎ＝０～８）により設定し
てもよい。このようにして設定した場合でも、実施例１と同様の効果が得られる。
【実施例８】
【００４２】
　実施例１において、（Ｓ１０３）)における複数種類の記録パワー補正項Ｐｃｎの設定
は前記方法に限ったものではなく、あらかじめ光記録再生装置に記憶させてある当該ディ
スクにおける記録パワー補正項Ｐｃｎ設定中心値を読み出し、またはあらかじめ当該光デ
ィスクの情報制御領域に記録してある記録パワー補正項Ｐｃｎ設定中心値を再生して読み
出し
、その記録パワー補正項Ｐｃｎ設定中心値を基にして設定、例えば、あらかじめ光記録再
生装置に記憶させてある当該ディスクにおける記録パワー設定値Ｄｎ（ｎは整数、例えば
ｎ＝１、２、３…１６）を読み出し、またはあらかじめ当該光ディスクの情報制御領域に
記録してある記録パワー設定値Ｄｎを再生して読み出し、各Ｄｎを用いて式Ｐｃｎ＝（記
録パワー補正項Ｐｃｎ設定中心値）ｘＤｎにより設定してもよい。このようにして設定し
た場合でも、実施例１と同様の効果が得られる。
【実施例９】
【００４３】
　実施例８において、（Ｓ１０３）における記録パワー補正項Ｐｃｎ設定中心値を基にし
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た複数種類の記録パワー補正項Ｐｃｎの設定は前記方法に限ったものではなく、あらかじ
め光記録再生装置に記憶させてある当該ディスクにおける記録パワー振り幅ΔＰを読み出
し、またはあらかじめ当該光ディスクに記録してある記録パワー振り幅ΔＰを再生して読
み出し、当該ディスクにおける記録パワー補正項Ｐｃｎ設定中心値を用いて式Ｐｃｎ＝（
記録パワー補正項Ｐｃｎ設定中心値）±ｎｘΔＰ（ｎは整数、例えばｎ＝０～８）により
設定してもよい。このようにして設定した場合でも、実施例１と同様の効果が得られる。
【実施例１０】
【００４４】
　実施例１において、（Ｓ１０３）における複数種類の記録パワー補正項Ｐｃｎの設定は
前記方法に限ったものではなく、あらかじめ光記録再生装置に記憶させてある当該ディス
クにおける複数種類の記録パワー補正項Ｐｃｎ（nは整数、例えばｎ＝１、２、３…１６
）を読み出し、またはあらかじめ当該光ディスクの情報制御領域に記録してある記録パワ
ー補正項Ｐｃｎを再生して読み出し、複数種類の記録パワー補正項Ｐｃｎを設定してもよ
い。このようにして設定した場合でも、実施例１と同様の効果が得られる。
【実施例１１】
【００４５】
　実施例１において、（Ｓ１０３）における複数種類の記録パワー補正項Ｐｃｎの設定は
前記方法に限ったものではなく、あらかじめ光記録再生装置に記憶させてある当該ディス
クにおける複数種類の記録パワー補正項Ｐｃｎを設定する範囲を読み出し、またはあらか
じめ光ディスクの制御情報領域に記憶させてある複数種類の記録パワー補正項Ｐｃｎを設
定する範囲を再生して読み出し、かかる範囲内で光記録再生装置が任意に複数種類の記録
パワー補正項Ｐｃｎを設定してもよい。このようにして設定した場合でも、実施例１と同
様の効果が得られる。
【実施例１２】
【００４６】
　実施例１において、（Ｓ１０６）における最適記録パワーＰｏｐｔの算出は前記方法に
限ったものではなく、あらかじめ光ディスクの制御情報領域に記録されてある、従来κ方
式における当該ディスクの最適記録パワーＰｏｐｔと記録パワー閾値Ｐｔｈの比Ｐｏｐｔ
／Ｐｔｈ＝κｘρを読み出し、さらにあらかじめ光記録再生装置に記憶させてある補正値
α´を読み出し、κｘρとα´を用いて式Ｐｏｐｔ＝α´ｘ（κｘρ）ｘＰｔｈの演算を
行うことで、最適記録パワーＰｏｐｔを算出してもよい。このようにして設定した場合で
も、実施例１と同様の効果が得られる。
【００４７】
　なお、上記実施形態は本発明の実施例の一部であって、上記実施例に限られるものでは
ない。本発明の主要部を採用して実施した場合には、細部に違いがあっても、同様の効果
が得られることがある。
【図面の簡単な説明】
【００４８】
【図１】従来κ方式で正確な記録パワー調節ができない光ディスクにおける、記録パワー
Ｐｗと評価値ＭｘＰｗの関係特性を示す一例の図であり、同時に従来κ方式を用いて記録
パワー閾値Ｐｔｈ及びそのＰｔｈを用いた最適記録パワーＰｏｐｔ決定を行った結果を示
す。図中の直線近似範囲１及び２は、１の場合と２の場合において記録パワー閾値Ｐｔｈ
決定時に使用した測定点の範囲を示すものである。
【図２】図１の関係特性を持つ光ディスクにおいて、従来のκ方式を用いて１００回記録
パワー調節を行った際に決定される記録パワー閾値Ｐｔｈのばらつきを、Ｐｔｈの平均値
に対する変化量とその頻度で示した一例の図である。
【図３】Ｈｅｎｖ変動の伴う変調度の変動を模式的に示す図である。
【図４】図１の関係特性をもつ光ディスクに図３の変調度変動がおこる場合における、状
態（ａ）、（ｂ）での記録パワーＰｗと変調度Ｍの関係特性を示す一例の図であり、同時
に（ａ）、（ｂ）の状態それぞれにおいて決定される目標記録パワーPｔａｒｇｅｔを示
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【図５】図１の関係特性をもつ光ディスクに図３の変調度変動が起る場合において、状態
（ａ）、（ｂ）での記録パワーＰｗと評価値ＭｘＰｗの関係特性を示す一例の図であり、
同時に（ａ）、（ｂ）の状態において従来κ方式を用いて決定される記録パワー閾値Ｐｔ
ｈ及び最適記録パワーＰｏｐｔを示す。
【図６】図１の関係特性をもつ光ディスクに、図３の変調度変動が起る場合の状態（ａ）
、（ｂ）において、従来のκ方式を用いて１００回記録パワー調節を行った際に決定され
る記録パワー閾値Ｐｔｈのばらつきとその頻度を示す一例の図である。
【図７】図１の関係特性を持つ光ディスクにおいて、本発明を用いて１００回記録パワー
調節を行った際に決定される記録パワー閾値Ｐｔｈのばらつきを、Ｐｔｈの平均値に対す
る変化量とその頻度で示した一例の図である。
【図８】図１の関係特性をもつ光ディスクに、図３の変調度変動が起る場合の状態（ａ）
、（ｂ）において、本発明を用いて１００回記録パワー調節を行った際に決定される記録
パワー閾値Ｐｔｈのばらつきとその頻度を示す一例の図である。
【図９】本発明の実施例に関わる光ディスク装置の要部構成を示す一例のブロック図であ
る。
【図１０】本発明の実施例に関わる光ディスク装置の制御部を示す一例のブロック図であ
る。
【図１１】本発明の記録パワー決定方法のフローチャートである。
【図１２】記録パワーＰｗと変調度Ｍとの関係特性を示す一例の図である。
【図１３】記録パワー補正項Ｐｃｎの変化に伴い、補正記録パワー（Ｐｗ－Ｐｃｎ）と変
調度Ｍｘ（Ｐｗ－Ｐｃｎ）との関係特性が変化していくことを示す一例の図である。
【図１４】補正記録パワー（Ｐｗ－Ｐｃ０）と変調度Ｍｘ（Ｐｗ－Ｐｃ０）との関係特性
を直線近似した結果を示す一例の図であり、同時に決定される補正記録パワーＰｔｈ０及
び記録パワー閾値Ｐｔｈの算出方法を示す。
【符号の説明】
【００４９】
１０：光ディスク、１２：スピンドルモータ、１４：光ピックアップ部、１６：レーザ光
、１８：エンコーダ、２０：LD駆動部、２２：制御部、２４：RF信号処理部、２６：デコ
ーダ、２８：Ｈｅｎｖ、Ｌｅｎｖ取得部。
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